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1. 研究背景 

2017/18 年は日本全体で冬季を通じて気温が
低かった．特に西日本では，1986/87年冬季以降
の 32年間では最も寒い冬となった．冬季北半球
にあらわれやすい大気循環パターンである北極

振動（Thompson and Wallace 1998）は中緯度が寒
くなる負パターン（北極が高気圧偏差，中緯度が

低気圧偏差）が冬季を通じて持続した．冬季の北

極振動がこのようにほぼ負で持続した事例は過

去 32年間では見られなかった．気候は，大気自
身の内部変動に加え，外部から受ける影響が作

用しあって形成される．海洋の変動は外部要因

のひとつであり，大気と比較して変動の時間ス

ケールが長いため，この事例で生じた寒冬の持

続と関係している可能性がある．東アジアに寒

冬をもたらす海洋の要因としてラニーニャ現象

（Wang et al., 2000 など）や，ノルウェー北東沖
のバレンツ・カラ海の海氷減少が知られている

（Honda et al., 2009 など）． 
一方で，北極海の太平洋側に位置するチャク

チ海の海氷は 2017/18 年の冬季に過去最低値を
記録した．Tachibana et al. （2019）は 2017/18年
の事例に注目し，チャクチ海の海氷が平年より

も異常に少ないことが約30年ぶりの寒冬をもた
らす要因の一つである可能性について示した．

チャクチ海の海氷は近年になって大きく後退し

始めたため，この領域に注目した研究はこれま

でなかった．チャクチ海が東アジアの寒冬を予

測する際に今後重要な領域になるか検討するた

めに，前述の二つの要因と比較した議論が必要

である． 
先行研究は事例解析が中心で，他の海洋の影

響要因と比較するという視点，他の寒冬事例と

比較するという視点での議論が不足している．

本研究では，東アジアの寒冬に影響を及ぼす海

洋の変動について，2017/18年のチャクチ海の海
氷後退を他の要因や他の寒冬事例と比較して考

察することを目的とする． 
 
2. データ・解析手法 

解析には日平均の JRA-55 再解析データ
（Kobayashi et al., 2015; Harada et al., 2016），
OISSTデータ v2.1（Banzon et al., 2020）使用し
た．異常な事例であった 2017/18 年を除いた
1988/89年～2016/17年の 29年平均値を気候値と
定義した．2017年に異常に後退した 11月の海氷
密接度についてチャクチ海の海氷 index，バレン
ツ・カラ海の海氷 index を作成し，11 月の海面
水温についてラニーニャ（Niño 3.4）index を作
成した（3つの indexの間には有意な相関は見ら
れなかった）．2017/18 年は北極振動（SVNAM; 
Ogi et al., 2004）indexが 11月 16日～2月 15日
の 3 か月間（冬季）にわたってほぼ負である事
例であった．冬季を通じて持続する上記 3 か月
平均の大気のデータと作成した各 index との重
回帰分析を 1988/89～2016/17 年の 29 年間で行
う．得られた各偏回帰係数に各年の indexの値を
かけることで，各要素と関係する各冬季の偏差

を推定した． 
 
3. 結果と考察 

2017/18年の観測値偏差（図 1a）と 3つの要因
の重回帰モデルによる推定偏差（図 1b）を比較
する．観測値偏差を見ると，2017/18年冬季はチ
ャクチ海の上空が高温・高気圧偏差で，東アジ

ア，北米が低温・低気圧偏差であったことがわか

る（図 1a）．これらは負の北極振動の特徴とも一
致している．一方，重回帰モデルによる推定偏差

でもチャクチ海上空の正偏差，東アジア，北米の

負偏差が見られた．チャクチ海の海氷を除いた 2
つの要素の重回帰モデルによる推定偏差（図略）

でも同じ領域に偏差パターンが見られたが，チ

ャクチ海の海氷を加える方が，偏差の大きさが

大きくなっていた．このため，チャクチ海の海氷

を加えた重回帰モデルの方が観測値の偏差パタ

ーンをより説明できることが明らかとなった． 
東アジア領域（図 1b 黒枠）で平均をとった

500hPaジオポテンシャル高度（Z500）偏差につ
いて-1.0σ以下の 8事例を東アジアの寒冬事例と
して抽出して比較した（図 2）．まず，観測値偏



差（灰色点）とチャクチ海海氷による推定偏差の

割合に注目して，他の寒冬年との比較をする．チ

ャクチ海の海氷の回帰は他の寒冬事例と比較し

て最もよく観測値偏差を説明していた（青棒）．

過去にもチャクチ海の海氷の回帰が東アジアの

寒冬を説明した事例はあった（1995/96 年，
1998/99年）が 2017/18年と比較して観測値偏差
は異常な負偏差ではなかった．2017/18年は異常
な海氷後退が異常な寒冬を説明した事例であっ

たことがわかった．次に 2017/18 年事例につい
て観測値偏差に対する各要因の推定偏差の割合

（青，橙，緑の棒）を比較する．2017/18年のチ
ャクチ海の海氷後退（青）はラニーニャ現象（緑）

やバレンツ・カラ海の海氷後退（橙）より観測値

偏差に対する割合が大きいことがわかる．

2017/18年はラニーニャ現象，バレンツ・カラ海
の海氷後退も東アジアの寒冬を説明していた．

しかし，2017/18年の異常な東アジアの寒冬を説
明するためには，異常なチャクチ海の海氷後退

が他の要因より重要であるということが示唆さ

れた．また，他の要因が寒冬事例をよく説明して

いた事例の割合（1995/96 年，2010/11 年：緑，
2012/13 年：橙）と同程度の割合（2017/18 年：
青）であったため，2017/18年のチャクチ海の海
氷後退は東アジアの寒冬に対して他の要因と同

じ程度重要であることが示唆された．地球温暖

化によって今後チャクチ海の海氷がより減りや

すくなると，それに関係する東アジアの寒冬事

例が増える可能性が示された． 
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図 1 （a）2017/18 年の観測値偏差（等値線：Z500 
[m]，陰影：T850 [K]，網：±2.0σ以上の Z500 偏差）
（b）3 つの要因の重回帰モデルによって推定された
2017/18 年のチャクチ海の海氷後退（等値線：Z500 
[m]，陰影：T850 [K]） 

図 2 東アジア領域（図 1b 黒枠）で平均した Z500
偏差図 棒：各要因の重回帰による推定偏差の観測
値偏差に対する割合（青：チャクチ海の海氷後退，
橙：バレンツ・カラ海の海氷後退，緑：ラニーニャ，
左軸）点：領域平均した Z500 偏差 [m]（赤：3 つの
要因の重回帰モデルで推定した偏差，灰：観測値偏
差，右軸） 


